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  業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、昨年 11 月 11 日の平成 24 年３月期第２四半期決算発表時に開示した
平成 24 年３月期〔平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日〕の業績予想を下記のとおり修正するこ
ととしましたので、お知らせいたします。 

記 
１． 当期の業績予想数値の修正 

  

（１）平成24年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

(単位：百万円)

経常収益 経常利益 当期純利益

（Ａ） 90,000 9,200 5,100 18
円
． 49

銭

（Ｂ） 90,000 10,000 2,200 7 . 97

 増　減　額 ― 800 △ 2,900

 増　減　率 ― 8.6％ △ 56.8％

6,584 2312,781

 前回発表予想

 今回修正予想

（Ｂ－Ａ）

（％）

（ご参考）前期実績

（平成23年3月期）
90,981

１株当たり
当期純利益

88．

―

―

 

（２）平成24年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

(単位：百万円)

経常収益 経常利益 当期純利益

（Ａ） 81,000 8,000 5,000 18
円
． 13

銭

（Ｂ） 81,000 7,500 2,000 7 . 25

 増　減　額 ― △ 500 △ 3,000

 増　減　率 ― △ 6.2％ △ 60.0％ ―

11,445 6,584

１株当たり
当期純利益

8823

（％）

（ご参考）前期実績

（平成23年3月期）
82,863

 前回発表予想

 今回修正予想

（Ｂ－Ａ）

.

―

 

２． 修正の理由 

 個別業績予想において、経常利益は、低迷が続く現在の株式市況のもと当第３四半期において株式
等償却が増加したことを要因に修正するものであります。また、当期純利益は、改正法人税法等が公
布され法人税率が変更されたことに伴い、繰延税金資産の取崩しを見込むことから修正するものであ
ります。 
連結業績につきましては、与信関連費用の減少等が見込まれることから、経常利益は前回発表予想

を上回る見込みとなりました。また、当期純利益の修正は主に個別業績予想の修正によるものであり
ます。 

以上 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
※ 上場株式の評価方法は、第１四半期から第３四半期までは洗替え方式、第４四半期は切放し方式を採用しております。 

 １－終


